
要望

防火対策

実施して
いない理由

対策の必要がない 資金が足りない

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

今後の予定 特になし。

要望 行政の補助が必要と考えている。

①対策の現況

② ①の回答が
　　Ａ、Ｂの場合

Ａ：実施済 Ｂ：一部実施済 Ｃ：未実施

対策の経緯、
内容

本殿（重文）は組木につき耐震性があると判断している。摂社東神社
本殿（県指定）にはスズのプレートを入れて補強している。

件重文：

重文：

件

1

1

件

棟

件

棟

1 件

1 棟
国宝：

件

調査日

調査者名

代表者
調査対応者

奈良県指定文化財（彫刻・建造物）の「災害対策等現況調査」調査票

鈴鹿義胤宮司

日

高鴨神社

年2017 7 月 16 記入者 亀田幸英

所在地

調査対象先

電話番号 0745-66-0609御所市鴨神1110

橋詰 水間

③ ①の回答が
　　Ｃの場合

地震対策

大村 亀田 鈴木

対象文化財

彫刻

建造物

県指定：

県指定：

国宝：

今後の予定

①対策の現況 Ａ：実施済

③ ①の回答が
　　Ｃの場合

対策の経緯、
内容

自動通報システムを導入している。このシステムは火災を感知したら
消防署に自動的に通報し、宮司他にも連絡が入るシステム。

今後の予定
スプリンクラーの設置は必要と考えている。ただし、予算的に約6,000
万円程度必要。

要望 奈良県には既に要望している。

実施して
いない理由

対策の必要がない 資金が足りない

要望

今後の予定

Ｂ：一部実施済 Ｃ：未実施

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

② ①の回答が
　　Ａ、Ｂの場合



【調査票記入者（亀田幸英）の感想】

県指定文化財の摂社東神社本殿はスズのプレートで
耐震補強しているが行政の支援の必要性を訴えられ
ている。防火対策としてスプリンクラーの設置の要望
を県にしている。早い設置が待たれる。

獣害・白アリ等の対策

①獣害等被害 Ａ：経験あり Ｂ：経験なし

② ①の回答が
　　Ａの場合

どのような
被害か

西神社本殿にアライグマが出没し、赤い顔料に触れた手で白壁に触
れ、壁を汚す被害が発生した。すでに修復済。

③今後

西神社本殿も写真撮影不可

西神社本殿

両本殿とも写真撮影不可

調査対象先 高鴨神社

奈良県指定文化財（彫刻・建造物）の「災害対策等現況調査」調査票

本殿（重文）・摂社東神社本殿（県指定） 拝殿の修復工事中（基礎工事）

今後の予定、
要望

特になし。


